
2025 年 2 月 10 日

午前 9 時 0 分から 18 時 0 分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
法人　：「子どもたちの新しい未来を創造する会社」障害児の自立と生活を支援し、明るい未来を「たくさんの愛」で拡げていきます。
事業所：１．子どもと家族の健康生活・安心安全・尊厳を重んじる療育を提供します。　２．子どもの発達と障害について理解を深め、専門性の高い療育を目指します。
　　　　３．障害のある子どもが安心して生活できる地域社会の発展に貢献します。

事業所名 キッズサポートアイアイ　西原教室（児童発達支援） 作成日キッズサポートアイアイ西原教室：支援プログラム

五感の活用(製作・感触あそび・ゲーム)／空間、時間、数等の概念形成の習得／動物・生活用具・食べ物などの名称の習得／外部環境の適切な認知と適切な行動の習得
 □ 活動の際には、見本の提示や手順カード等の視覚補助を活用し分かりやすく説明を行う。
 □ 様々な教材を活用しながら、「人、物、事」への興味・関心を高め、「空間、時間、数等」の認知発達を促す。
 □ 危険なことと安全なことの理解を深める。

言語の形成と活用 ／ 言語の受容及び表出 ／ コミュニケーションの基礎的能力の向上 ／ コミュニケーション手段の選択と活用
 □ 絵本、物の名称と言葉の一致、行動と言葉の意味の一致(絵カード・言葉カード・数カードなど)を図る。
 □ 相手とのコミュニケーションづくり、身振り・手振り・言葉などで自分の思いを伝えられる環境作りを行い、自発性のコミュニケーションの定着化を支援する。
 □ 表象遊び（ままごと、しりとりなどのことば遊び）やクッキングなどの活動を通して言葉の発達を促す。

他者との関わり（人間関係）の形成 ／ 他者との信頼関係の構築 ／ 自己の行動調整能力 ／ 仲間づくりと集団への参加 ／ 遊びを通じた社会性の発達
 □ スケジュールを実物・絵・写真など、こどもの理解レベルに合わせて視覚的に示し、見通しを持ちながら自発的に行動できるように支援する。
 □ 小集団でのゲーム、触れ合い遊び、事業所外でのお出掛け（散歩・公園・図書館・体育館・買い物・その他の公共施設）など集団活動に適切に参加できるように支援する。
 □ 発達段階や自我の芽生えに配慮しつつ、自主性を重視しながら、気持ちを調整したり、友だちとの関係を築いたりすることができるように支援する。

支援方針

１．子どもへの支援：身辺自立と生活リズムの確立・体験活動及び遊び経験の拡大・人との関わりとコミュニケーションを重点に支援します。
２．保護者への支援：活動の様子の報告、親子体験、研修会、懇談会などの保護者プログラムを計画的に行います。
３．チームアプローチと関係機関との連携：様々な職種のスタッフや、医療・地域の学校・子ども園・保育園・児童発達支援事業所とも連携して、多角的な視点で支援します。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等  誕生会・春の遠足・夏祭り・秋の社会見学・親子レク大会・ハロウィン・クリスマス会・もちつき大会・カーサームーチー作り・家族参観・さよなら会（卒所式）など

家族支援

 □ 相談支援専門員との定期的な支援会議や支援計画の調整をする。
 □ 関係者、関係機関の連携による支援体制の構築を図る。
 □ 必要に応じて家族支援プログラム(個別の面談等)の実施をする。

移行支援

 □ 進級、進学時に必要な情報を提供する。
 □ 就学教育相談会について説明し、就学について相談助言を行う。
 □ 移行支援シートを作成し、情報連携を図る。

地域支援・地域連携

 □ 保育園や幼稚園に訪問し、こどもの様子や状況について情報連携を図る。
 □ 小学校・こども園・保育園・児童発達支援事業所等の職員対象に療育や
　　発達についての学習会を開き、各機関と連携を図り支援内容を共有する。

職員の質の向上

 □ OJTの充実とともに、事業所全体の研修計画を作成・実施し、職員の
    資質向上、支援力の平準化を図る。
 □ 施設外の研修への積極的な参加を推進する。

支　援　内　容

健康状態の維持・改善 ／ 生活のリズムや生活習慣の形成 ／ 基本的生活スキルの獲得
 □ 来所時毎回の体温チェックや口頭での質問により、健康状態を確認する。
 □ 食事、排泄、着脱などの基本的な動作を個々の発達段階に応じて支援する。
 □ 課題分析などの客観的・具体的な分析を基に課題を明確にして支援する。

姿勢と運動・動作の向上 ／ 感覚の特性への対応
 □ 興味のある活動を通して、能動的なアプローチを引き出し、日常生活に必要な動作の基本となる姿勢保持や、上肢・下肢の運動・動作の改善及び習得を行う。
 □ バランスの取れた運動療育プログラムにより、保有する感覚の総合的な活用と向上を図る。
 □ 感覚の偏りに対する環境調整を行う。
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